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1．はじめに

近年、出入国管理及び難民認定法の改正により日本に在住する外国籍の人々が増加し、それに伴う

日本語指導が必要な外国人児童生徒も多様化してきている。しかし、公立学校では外国人児童生徒の

日本語指導に関し、教材不足や受け入れ体制に様々な問題を抱えているにもかかわらず、これまで体

系的かつ具体的な対応策はとられておらず、各学校内の日本語指導担当員やあるいは地域のボラン

ティアが個々に対応しているのが実態である。しかし、多様化する外国人児童生徒に対し個々の対応

では解決できない問題もあり、ある程度体系化された基準のもとに外国人児童生徒に対する日本語指

導を行う必要があると筆者は考える。文部科学省は2003年7月小学校を対象とする「学校教育における

JSL（Japanese as a Second Language）カリキュラムの開発」iの最終報告を行ったが、中学校を対

象とするJSLカリキュラム開発についてはまだ構想段階にある。このような背景を受け、本研究では、

特に教科学習へ結びつけるための日本語指導の発展を目的とし、公立中学校を対象とした具体的な日

本語指導の開発に取り組む。

2．中学生向け日本語指導カリキュラム開発の必要性

2－1．中学校における日本語指導の問題点

中学校を対象とした日本語指導カリキュラムの開発に着目した理由として、（1）小学校では比較

的教科学習に溶け込みやすいが、中学校では教科内容がより複雑かつ専門的になり、語彙も難しくな

ること、（2）中学校では授業中に使用される言葉や、抽象度の高い内容を学習し、理解するための

思考力、認知力が多く必要となること、（3）年少者向けの教材は開発され始めているが、その大部

分が小学生あるいは初級を対象としたものであり、中学生を対象としたものや教科内容を取り入れた

教材、認知発達を促進するための教材は出版されていないこと、（4）先行研究のアプローチは小学

校に在籍する外国人児童を対象にしたものであり、中学校を対象にした指導法の研究は進められてい
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ないことが挙げられる。このような状況のもと、現時点ではなかなか日本語指導と教科学習とを結び

っけることは難しいため、中学校の日本語指導カリキュラムの開発が急務であると考えられる。

2－2．「生活言語」と「学習言語」の違い

石井（1997）では、コミュニケーションの道具としての日本語習得だけでなく、教科学習へつなげ

るための思考力、認知力の発達という側面から言語能力の発達を考えることも大切であることを指摘

している。Cummins＆Swain（1986）では、教科学習に必要とされる言語のことを「学習言語

（CALP）」といい、これは生活に必要とされる「生活言語（BICS）」とは区別されるべきであるとして

いる。この言語能力の違いは言語の習得年数にも影響し、「生活言語（BICS）」の場合は2～3年で習

得されるが、「学習言語（CALP）」の場合は卜7年かかると言われている。つまり、通常の教科授

業に参加するためには、日本語指導が単に言語の指導にとどまらず、教科の内容理解に結びつく学習

活動を視野に入れて指導することが重要である。そこで、本研究ではこの具体的な方法の一つとして、

「生活言語（BICS）」を指導する初級レベルの日本語から教科学習に移行する段階の日本語指導カリ

キュラムの開発に取り組んだ。

この日本語指導カリキュラムにより、いくつかの利点が考えられる。一つ目は土台となる日本語カ

リキュラムを設けることで各学校の学校目標や在籍する児童生徒のレベルやニーズにあった内容を選

択しながら柔軟に対応していくことが可能になると考えられ、日本語担当教師の負担軽減にもつなが

る。二つ目は、日本語指導を急遽担当することになったり、新年度に日本語指導担当教師の異動が起

こってもある程度同じレベルの日本語指導の実施が可能となる0三つ目は、個々の授業レベルでの活

動ではなく、地域や都道府県全体の学校で取り組むことのできるある程度体系化された日本語指導を

実行することが可能となる。

3．「JSL内容重視クロスカリキュラム」の特徴

本研究では、外国人生徒が公立中学校で学ぶ場合、第二言語である日本語で教科内容を学習するこ

とから、イマージョン・プログラムに相当すると考え、本研究ではインターナショナル・スクールでの

バイリンガル教育のカリキュラムを公立学校での日本語指導に応用させ、開発に取り組んだ。

本研究で開発に取り組んだカリキュラムの特徴として以下の点が挙げられる。

（1）本研究の日本語指導カリキュラムは単に日本語学習のみに焦点をあてた指導ではなく、複数の（）（）へノへノへ）

に関連のあ る学習テ ーマを設 けた「内容重視」

学習に必要な「学習言語（CALP）」を習得させる。

を横断的 総合的に

の日本語指 である。トピックを通し教科

せることで知的発 と思考力の発達を支援

とを目的と した「ク ロスカリキュラム

（3）「総合的な学習の時間」において育成する「生きる力」、つま

の育成を支援 し、そして実践的

り「間 題発見・角

かつ総合的な日

ものである。これらの能力は日本人生徒のみならず、
′1＼ノへJへ）

力 評価能

成を目指した

外国人生徒にとっても学校教育の中で育

成される必要があると考える。

そこで、本研究で開発するカリキュラムを「JSL内容重視クロスカリキュラム」と名づけた0この

rJSL内容重視クロスカリキュラム」では、難しい表現を簡単な日本語の表現に置き換えて学習する

過程で学習者自身が試行錯誤しながら、日本語の文法知識や学習内容に関する知識を学んでいくとい
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う「気づき」の学習態度の育成、そして誤りながらもその誤りから学び、日本語での表現力を身に付け

ていくことが大切であると考える。

図1は「JSL内容重視クロスカリキュラム」が「日本語指導」「教科指導」「総合的な学習」の知識や能

力とどのような関わりをしているのかを示している。このカリキュラムは、日本語指導にもっとも比

重を置くが、以下に示した能力の育成を総括的に取り入れたカリキュラムである。

図1「JSL内容重視クロスカリキュラム」の位置づけ

3－1．先行研究に見られるアプローチとの比較

教科学習を可能にするために「学習言語（CALP）」の習得が必要になることは、これまでの先行研

究においても述べられている。斎藤（1999）は教科学習に必要とされる学習言語能力を身につけさせ

るための方法の一つとして、「内容重視による日本語と算数の統合学習」をあげている。このアプロー

チは、教科に特有な用語、文法的知識を学習場面での活動を通して身につけることが必要であるとし、

内容のある文脈の中で日本語の学習言語能力の育成を主張している。しかしながら、ここに見られる

アプローチは、ある単一教科の枠組みを超えず、つまり「日本語」と「算数」という形で行われる日本語

指導であり、これでは教科学習の予習あるいは補習の域を超えられず、実際的な活動を通した自然な

文脈におけるコミュニケーションの機会を得ることができるとは考えにくいのである。清田（2000）

では、「日本語」と「国語」の統合学習としての内容重視のアプローチ、矢崎（1998）では「算数の文章題」

における日本語指導の考察を行っているが、やはり単一の「教科」という枠組みの中での教科内容の指

導にとどまっている。「内容重視 という限り、学習する内 を中心に構成されるカリキュラムを

しなければならない。つまり、あるトピックの下に、関連する教科内容を横

いくカリキュラムにこそ「内容重視」としての意義があると思われる。

案

先行研究のアプローチは「教科」をベースに置き、その枠組みの中においてそれぞれの教科の「内容」

に注目したアプローチとなっている。つまり、先行研究では知識の学習に核を置いた指導であると言

えるが、「JSL内容重視クロスカリキュラム」は、まず「トピック」をベースに置き、そのトピックに

関する教科内容を横断的に取り入れている。そして、「総合的な学習」で育成される能力を支援し、複

数の教科をクロスさせた点において、先行研究で述べられたアプローチと異なる。

図2は先行研究で述べられたアプローチ、「総合的な学習」と本研究で開発するカリキュラムの目的

とその指導の過程を比較したものである。「先行研究でのアプローチ」と「JSL内容重視クロスカリ

キュラム」が大きく異なるのは、「先行研究でのアプローチ」が教科指導（単一教科）と日本語指導を結
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びつけることが目的であるのに対し、「JSL内容重視クロスカリキュラム」では最終目標は教科学習

に必要な日本語能力の習得であり、その日本語学習の過程で教科内容に関する知識や十情報処理能力」

や「発表評価能力」を身につけるという点である〇

本研究で開発するrJSL内容重視クロスカリキュラム」はトピックのもとに構成された活動やプロ

ジェクトを通し、実践的、総合的な日本語の学習言語能力を習得することが重要であると考える。こ

の点において、従来とは異なる視点で教科と日本語指導を結び付けたカリキュラムである0

3－2．「総合的な学習」のカリキュラムとの比較

また、図2に示された「総合的な学習」と「JSL内容重視クロスカリキュラム」を比較すると、両者

において大きく異なるのは、「総合的な学習」が教科の基礎的な知識を土台とし、変動の激しい社会で

生きていくための「問題発見・解決能力」や「情報処理能力」を身につけることであるのに対し、「JSL

内容重視クロスカリキュラム」では最終目標は教科学習に必要な日本語能力の習得であり、その学習

過程で教科内容に関する知識や「情報処理能力」や「発表評価能力」を身につけるという点である0

図2先行研究のアプローチ・JSL内容重視クロスカリキュラム・総合的な学習の比較

3－3．MYP（The Middle Years Program）

公立学校に在籍する外国人児童生徒が多様化する背景を考慮し、移民を多く受け入れているアメリ

ヵやカナダなどで行われるバイ1）ンガリズムの教育政策（ESL：EnglishasaSecondLanguage）や

ィマージョン・プログラムから学ぶものがあるのではないかと考え、本研究の日本語指導カリキュラ

ムの開発にあたり、バイリンガル教育のカリキュラムの要素を取り入れた0これらのカリキュラムは

経験やプロセスを重視し、内容を重視した第二言語教育（ContentrBasedInstruction）である。

MYP（the Middle Year Program）iiはその中でもIBO（InternationalBaccalaureate

organization）が認定しているカ1）キュラムで、しっかりとした体系のもとに編成されている。この

IBOのMYPに着目した理由は二つある。まず一つ目は、公立中学校に在籍する外国人生徒は、第二

言語である日本語で教科内容を学習するという点でイマージョン・プログラムの過程に相当する0そ

のため、第二言語の習得と教科学習においてその効果が大いに期待される。もう一つは、IBOは国

際的な組織で、MYPがインターナショナル・スクールなど世界の国々において実施されているカリ

キュラムであることから、日本の公立中学校の外国人生徒にとってグローバルな視野を取り入れた敦
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青を行うための効果的なカリキュラムとして参考になると考えたからである。このMYPを取り入れ、

日本の公立中学校の日本語指導に応用させることは、教科学習への移行を目指した日本語指導カリ

キュラムとして意義があると思われる。

4．「JSL内容重視クロスカリキュラム」開発の具体的段階

4－1．「JSL内容重視クロスカリキュラム」開発の手順

（1）トピックの決定：

①公立中学校で使用されている5教科の教科書の単元内容をCummins　＆　Swainの「言語能力発

達モデル」（1986）の4つの領域iiiにわけ、「学習言語（CALP）」の領域（C，D）に分類されるト

ピックを基に教科間に関連のあるトピック決定を行う。

②IBO認定のMYPの5つの関連概念に分類する。

（2）教材収集：学校の教科書や日本語教材、生教材からトピックに適した教材を収集する。

（3）クラスターiv：それぞれのトピックで学習される内容に関し、教科間の関連をクラスターに表す

【資料1】。教材をもとにした活動やワークシートを作成する。

（4）目標設定：それぞれのトピックで学習するねらい、教材、文型・語彙、授業の流れを表す。この

段階で、学習における評価の観点を示しておく。

（5）指導計画書の作成：教師と生徒のやりとり、学習活動の過程、活動の目的を表す。

（6）授業実施：授業観察により、生徒の発達の観察を行い、授業改善を行う。

4－2．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施時期

公立学校での日本語指導は現状として、初級クラスでの指導が終われば、外国人生徒はすぐに教科

の授業に参加することとなるが、教科学習についていける生徒は少ない。外国人生徒が教科学習にス

ムーズに移行するためには、やはり少なくとも3つの段階を設定しなければならないと考えられる。

図3に示された3つのレベルのうち「JSL内容重視クロスカリキュラム」は【第2段階】で実施され

【第1段階】

【初 期 】

初 級 日 本 語 指 導

「JSL内容重視クロスカ

リキュラム」の実施時期

「内容重視クロスカリキ

ュラム」により、教科学

習に必要な語彙や表現、

思考力や理解力のサポー1

トを行い、日本語指導か

ら教科学習への移行をス

ムーズにする。

【第2段階】

【移行期】

日本語指導から

教科学習へ移行するための段階

【第3段階】

通常学級での教科学習

図3「JSL内容重視クロスカリキュラム」の実施時期
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ることとなる二【第1段階】は「初期段階」で、教室用語などの教室で必須となる「サバイバル日本語」V

や日常生活で必要な「生活言語（BICS）」の習得を目的としたものである。【第2段階】は教科学習への

移行する時期であることから、本研究において「移行期」と名づけた0この段階において「JSL内容重

視クロスカリキュラム」を実施することで、複雑な文型や教科で使われる語彙、内容を取り入れて学

習する＝可能であれば、この段階から教科学習を想定した中学生用の教科書等を用いた個別・少人数

での教科指導サポート（本研究で開発するカリキュラムではない）を加えることでより一層教科学習に

必要な教科の専門知識の獲得や中間・期末テストでの成績向上の助けにつながると思われる。そして、

【第3段階】において通常学級での「教科学習」を受けることになる。この段階でも教科サポートを取り

入れることができれば一層外国人生徒の教科学習を支えることができるであろう。

4－3．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施の留意点

●トピックの選定：「JSL内容重視クロスカリキュラム」のトピックは、

間

国

れる内容をも

人生徒が同一クラス内

るので、中学1

ることが可

なければいけないというわけではなく、

るトピック、

から中学3 生までの学年の異なる

である。必ずしも示されたすべての教材を使用し

のニーズやレベル、

●クラス形態：日本語指導をしている学校の体制は「セン

進度等

ることが望ま

壬五
日ロ

タ一校」や通常時間内の「取り出し授業」、放

課後の日本語指導など様々であると予想されるが、「JSL内容重視クロスカリキュラム」は日本語

の初級指導を終了し、「生活言語（BICS）」としての日本語を習得していることを前提にすれば、ど

のような体制においても実施可能である。ただし、

どの集団による学習

が望ましい。

●能力基準設定：「初期」「移行期」「教科学習」の

このカリキュラ

め、なるべく2

ムではペアやグルー

人以上のク

プワークな

ラスで使用すること

3つのレベルの能力基準設定をおこなった。この能力

基準には、日本語能力試験などの一般に示された日本語の初級レベルの能力を中学生用に編集し、

まが教科学習」では文部科学省に示された学習指導要領に示された能力を参考にまとめた。「移行

期」の能力のめやすは「初期」と「教科学習」の橋渡しとなり、かつMYPや「総合的な学習」で育成す

る能力を取り入れた基準を設け、作成した。【資料2】

●レベル分け：本研究において開発したオーラル・テスト、移行期プレースメントテスト、インタ

ビューテストを行ってレベルを決定する。

●評価‥対象となる外国人生徒は学年や日本語学習歴や家庭環境も異なることから、凰腰鷹
をもとにした から評価さ れなければな

らない。しかし、 「個人内評価」あるいは「絶対評価」で評価されるということは、

応じて評価できるということであり

いう利点

するので

に差があ

もある。この「JSL内容重視クロスカリキュラム」においては、

のプロセス など、そこ

生徒個々の能力に

できると

テストの だけで評価

るまでの過程

る。また、 自分で自分を評価する「自己評価」や他者を評価する「相互評価」、
学習プロセスの評価を

重視した「ポートフォリオ評価」などを取り入れた評価を行う0

以上のことに配慮してrJSL内容重視クロスカリキュラム」を実施すれば、このカリキュラムの効

果が上がると思われる。
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5．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施の概要

5－1．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施の経緯

「JSL内容重視クロスカリキュラム」の実施に至るまでの経緯についてまとめる。

・2003年12月に神戸市教育委員会を通し、実践校を紹介される。

・神戸市教育委員会、実施校（K中学校）の校長と神戸大学留学生センター水野マリ子助教授と筆者に

よる話し合いがもたれ、3月に「JSL教室」を開設することが決定。

・2003年3月から放課後に、ボランティアによる日本語指導の「初期クラス」と筆者が担当する「移行

期クラス」（「JSL内容重視クロスカリキュラム」の授業）の指導が開始される。

5－2．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施の目的

「JSL内容重視クロスカリキュラム」の試みが、実践的、総合的な日本語力を育成するだけでなく、

「教科学習」に必要な「学習言語（CALP）」の習得と思考力の発達に貢献できるかどうかについて考察

する。以下の仮説に関し分析を行い、「JSL内容重視クロスカリキュラム」の有効性を考えたい。

5－3．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施の仮説設定と分析の方法

［蚕豆∃：「JSL内容重視クロスカリキュラム」により、外国人生徒は、日本語学習に主体的、積極的

に参加する。

＝反説2l：「JSL内容重視クロスカリキュラム」により、外国人生徒は、教科学習に必要な日本語の

「学習言語（CALP）」を身に付けることができる。

［亘豆∃：「JSL内容重視クロスカリキュラム」により、認知発達を促す指導が行える0

5－3－1．アンケートによる授業に対する意識調査

まず［蚕豆口では、「JSL内容重視クロスカリキュラム」に対する外国人生徒の態度・意識調査を行

う。毎授業後（計10回）に、生徒に日本語の授業に関するアンケートを実施し、「JSL内容重視クロ

スカリキュラム」を用いた授業を生徒側から評価する。また、日本語指導者の授業記録と見学した教

師からの評価をもとに教師側からもカリキュラムの評価を行う。質問項目と結果は第6章2節に示す。

5－3疇2．教科書・テキストの語嚢分析

［蚕豆互では、果たして「JSL内容重視クロスカリキュラム」に基づいた教材で教科に必要な語彙を

獲得できるのかについて分析する。具体的には公立中学校の教科書と「JSL内容重視クロスカリキュ

ラム」のテキストを対象に、トピックに関連した単元に限定し、使用される語嚢を比較分析する。

JSLテキストにおいて、どれだけ中学校で学ぶ語彙をカバーできるかを分析し、それぞれの教科書・

教材の語彙の特徴を明らかにする。

具体的な分析の方法として、①「品詞」②「語彙」の難度③「文節数錘観点から分析を行う。また「語

彙」の分析をもとに④「生活基本語彙」咄 門語嚢」の分類を行い、それぞれの語

蕪辞がどれくらいの比率で使用されているのかを分析する。「生活基本語彙」とは生活における基本語

菜となるもので、「紙、本、えんぴつ」などが挙げられる。「教科共通語彙」とは、5教科（国語、社会、

数学、理科、英語）に共通する語彙を示す。例えば、「文化」「環境」「問題」など複数の教科に共通して

使用される語彙のことである。「教科専門語彙」とは「平行四辺形」（数学）、「光合成」（理科）、「日付変

更線」（社会）、「助詞」（国語）などのように教科において専門的な知識を表す語彙である。「教科共通語

彙」と「教科専門語嚢」が明らかになれば、トピックにおける概念を理解するために必要な語彙の選出
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に結ブつき、効果的な指導が行える。また、「JSL内容重視クロスカリキュラム」に基づく教材が「教

科共通語彙」「教科専門語彙」をカバ」することができれば、このカリキュラムが教科に必要な語桑の

指導：二十分効果があると言える。

5－3－3．発問による授業構造分析

田では、授業の TRや生徒のプロダタ畑作

rJSL内容重視クロスが黙考ュラム」㊥授業の構溝分析を行う0具体的には思考をうながす教師の発

問と生徒の応答の事例を抽出する。まず日本語の「初級クラス」と「国語」の教科授業における発問例を

町）だし、それぞれの授業の特徴を考察し、本研究のカリキュラムの授業と比較する0

6．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実践報告

6－1．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施の概要

●実施時期：2003年7月から8月（2週間集中）の計30時間。

●対象生徒：日本語学習歴3～6ケ月程度の中学1年生1名、中学3年生2名の計3名0

●生徒の日本語能力

・日常会話レベルの間違いがあり、流暢ではないが、何とか意志疎通はできる〇

・発音に不明確さが残っており、ナ行とラ行を混同し、特に「ね」と「れ」、「の」と「ろ」の区別が困難

である。

・初歩的な文法の間違いが見られる。総合的、応用的な場面で文法を使いこなす力がまだ習得でき

ていない。

・教科の勉強についていくのが難しい。

●トピック選定・指導内容

・rJSL内容重視クロスカリキュラム」のトピックのうち「環境問題」を取り上げ、＜絶滅する動物

たち＞のテーマで指導内容を構成した。（【資料1】クラスター参照）

・「初級」で日本語の文法事項は学習済みであるため、より「教科学習」へ近づけるため

の指導目標を立てる。

・具体的な指導目標として、（1）トピックのもとに構成された実際的なコミュニケーションの機

会を通し、正しい日本語の文法や発音を身につける。（2）トピックをもとに、教科学習で必要と

なる学習言語や表現を学習し、日本語での表現力を身につける。（3）プレゼンテーションや作文

を通して思考力を深め、考えたことを日本語で伝えることを学び、総合的な日本語能力を伸ばす。

6－2．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実施と考察

6－2－1．仮説1：「JSL内容重視クロスカリキュラム」の授業に対する意識調査

環境を取り巻く問題を取り扱った「JSL内容重視クロスカリキュラム」の教材を用いて、長文読解、

内容理解を通して環境問題について考えた○そこでは、教科書だけでなく生の資料も扱い、内容をま

とめることや、必要な情報を読みとるなどの情報処理能力を養った0「JSL内容重視クロスカリキュ

ラム」を用いた授業に対する生徒の感想と教師の感想は以下の通りである。生徒たちが書いた感想か

ら、彼らの関心が日本語学習のみに向けられているのではなく、環境問題に対しても関心が向けられ

ている点、また学習の中で自分をモニターして、前向きな態度で学習している様子がうかがえる0

以下に自由記述の一部を提示する。（Sl、S3は生徒を表す。）
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7月25（金）＜長文内容読解＞

【生徒 の感想】 ・カブ トガニの問題全部正解。 （Sl ）

・文章 を読 むのを練習す るのはお もしろか った。 （S2 ）

・問題 がで きた。文 を読 むこ と（がお も しろか った）や る気が でてる。 （S3 ）

【教 師の感想 】 ・トピック教材 を通 して、国語 に必要 な能力 （表現力や応 答）につ いても指導 した。

内容 の説 明をするこ とで より理解 を深 め られ、生徒 のやる気 を引 き出す こ とが

で きた。

7月28日（月）＜環境問題の語彙カルタ・世界地図・リサーチの説明＞

7月29日（火）＜リサーチに関する作文作成・発表の練習＞

以下に、アンケート項目に関する全体の結果をまとめる。

表1より、全体を通して90％以上の好意的な意見が得られた。「簡単だった」の項目については他

表1「JSL内容重視クロスカリキュラム」に対する意識調査

；　 項　　 目 S l S 2 S 3 合 計 （／1 5 0 ）

！よ か っ た

l
5 0 4 1 5 0 14 1 （9 4 ％ ）

と楽 し か っ た 5 0 4 2 4 8 14 0 （9 3 ．3 ％ ）

簡 単 だ っ た 5 0 ∈　3 9 4 3 13 2 （8 8 ％ ）

や る 気 が あ っ た ≒　5 0 4 3 4 9
弓 14 2 （9 4 ．6 ％ ）

わ か り や す か っ た 5 0 4 2 5 0 14 2 （9 4 ．6 ％ ）

満 足 だ 5 0 4 6 4 9 14 5 （9 6 ．6 ％ ）

教 科 の 勉 強 に 役 立 つ と思 っ た 5 0 4 4 4 9 ら 14 3 （9 5 ・3 ％ ）

日 本 語 に 自 信 が 出 た 4 4 4 7 ∃　5 0 14 1 （9 4 ％ ）
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一二二ノ「

と比べると低い値（88％）であるが、これは授業内容が彼らにとって挑戦意欲を引き出せる難度の内

容であると考えられ、決してマイナス要因ではないと考えられる。

ァンケートの記述欄に見られる「生徒の感想」をふまえ、「教師の感想」を以下にまとめる〇

・日本語の指導だけでなく、トピックの内容に関する知識を深め、感想を述べている〇

・日本語の授業に対する積極的な態度が得られた。教科を取り入れた日本語指導に対する満足感が見

られ、自信につながっている。

・通常、単調になりがちな文法指導を内容とつなげることで、実践的、応用的な文法能力の向上につ

なげることができ、興味瀾心を引きつけやすい0また、トピックに関連して、生徒の好きな教科

や内容を扱うことで、関心を引きやすくなる〇

・自分の発表を振り返り、自己をモニターすることで、発表に対する反省点を出している。このよう

に今後の学習や発表への改善意欲が見られたことは成果として考えられる。

・動物の絶滅に関するテレビ番組を見るなど、授業外での学習活動にも積極的な態度が見られた0テ

レビで得られた知識も活用し、作文や発表の場で活かされていた0

また、授業を見学した教師からは、以下のようなコメントが得られた〇

・うまく教科授業を組み合わせていたのがよかった0（7月28日）

・生徒が生き生きと活動していた。（7月28日）

・授業の目的がはっきりしており、生徒にもよく理解されていた。（7月30日）

・テーマに沿って、話題にまつわる数学の教科がうまく盛り込まれていた。（7月31日）

6－2－2．仮説2：教科書の語彙分析

●分析方法：公立中学校で一般に使耶れる5教科の教科書の「環境問題」を取り扱った単元を以下の

観点から分析する。

（1）品詞分析から、教科書とテキストの特徴を分析する。

（2）日本語能力試験に照らし合わせ、語彙や文型の難度を見る。

（3）文節による分析により、文の難度を分析する。

また、同様にrJSL内容重視クロスカリキュラム」をもとに作成したテキスト（以下JSLテキスト）

と、現在公立学校の日本語指導で使用されている市販の子供向け日本語テキストも分析し、それぞれ

の教科書・テキストの特徴を明らかにし、JSLテキストの効果を検討したい。今回取り上げた市販の

子供向け日本語テキストは、『こどものにほんご1・2』『日本語をまなほう1・2・3腔ある0

また、教科書の語彙分析の結果から「生活基本語嚢」「教科共通語彙」「教科専門語菓」リストを作成し、

●結果瑚豆重囲により、三種の教科書・テキストの全品詞を対象とした分析の結果、共通した結

果が得られた。「名詞」「助詞」の占める割合（30％～40％）が共に高く、その次に、「動詞」

の割合（10％）が高いことがわかった。「い・な形容詞」の割合（5％未満）は、どの教科にお

自立語を対象とした分析の結果においても三種とも共通した結果が得られた。「名詞」

「動詞」「形容詞類」の順で割合が高く、これらで全体の90％を構成していることがわかっ

た。

日本語能力試験級の により、中学教科書の特徴として以下の点が挙げられる0

使用される名詞のほとんどが日本語能力試験2級の語彙（多く
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表2　中学教科書・JSLテキスト・市販子供向け日本語テキストの語彙レベルの比較

日本語能力
国語 英語 地理 歴史 公民

l

数学
理科 理科 JSL こどもの 日本語を

試験級 1 下 2 下 テキスト にはんご 学ぼう

2 級以上の

占め る割合
56 ．0 ％ 45 ．2 ％ 69 ．80 ％ 70 ．0 ％ 70 ．4 ％ 5 1．6 ％ 73 ．6 ％ 66 ．0 ％ 55 ．4 ％ 38 ．6 ％ 36 ．4 ％

が高いと言える。表2を見ると、JSLテキストにおける2級以上の語彙の割合（55．4％）

は、市販の子供向け日本語テキストよりも高く、中学教科書と同じ傾向にあると言える。

動詞や形容詞は4級、3級の語菜が多く、これらは「生活基本語彙」にあたることがわかっ

た。このことから、動詞と形容詞に関しては、生活基本語彙をしっかり定着させておく必

要があると言える。

また「教科共通語菜」「教科専門語嚢」リストの作成の結果、「教科共通語彙」として「環境」

「ェネルギー」「課題」「酸性雨」「再利用」「資源」「自然」「森林」「廃棄物」「リサイクル」などが得

られた。「教科専門語彙」としては、「理科」では「化石」「気象」「光合成」「酸化物」「スライド

ガラス」、「社会」では「汚染」「政府」「制定する」「排出物」「水俣病」、「数学」では「キロワット」

「上昇する」「単位」「電球」「比例」が得られた。

このように示された「教科共通語彙」「教科専門語彙」は2級レベル以上の難度の高い語彙

であり、中学教科書の理解が難しい理由であると言える。しかし、「教科共通語彙」「教科

専門語桑」に示された語を効果的に指導すれば、教科学習に対応できる日本語の学習語嚢

を習得できると考えられる。

「JSL内容重視クロスカリキュラム」に基づいた教材が、これらの語彙群をどの程度カ

バーできるかについて分析した結果、JSLテキストにおいて「教科共通語彙」の仝86語中

21語（24．4％）を学ぶことができる。この結果を一般に市販されている子供向け日本語

テキスト二種（『こどものにほんご1・2』『日本語を学ぼう1・2・3』）の便用語嚢と比較す

ると、『こどものにはんご1・2』では2語（2．3％）、『日本語を学ぼう1・2・3』においても

2語（2．3％）となっている。「教科専門語菜」に関しては、仝580語中、JSLテキストは

30語（5．1射、『こどものにほんご1・2』は15語（2．5％）、『日本語を学ぼう1・2・3』は

24語（4．1％）となっている。市販子供向け日本語テキストでは「教科共通語彙」よりも「教

科専門語彙」のカバー率が高くなっているが、これは『こどものにほんご1・2』において、

日常生活の遊ぶ場面で使う語として「昆虫」「さなぎ」などが導入されており、これは、「理

科」で使用される特殊な言葉として扱われるためであると考えられる。また『日本語を学ぼう

1・2・3』は、総合的な日本語力を目指したものでなく、教科単元をそのまま用いている

ため、例えば「化石」「気象」「スライドガラス」「窒素」「比例」など教科特有の専門語彙の割合

が高くなったと考えられる。

瑚文節による分析lについては、平均文節数（1文における文節数）の比較を行い、その特徴

を考察した。その結果、平均文節数の最も高いものは「理科1下」で、これは1文に13文

節ある。ついで、「数学」（12文節）、「社会」（12文節）、「JSLテキスト」（11文節）である。

この結果から、文の構造の複雑な教科として、「理科」「数学」「社会」が挙げられる。しかし、

JSLテキストにおいても、平均文節数が11文節ということから、文の複雑性が高く、中

学教科書の難度に十分対応できる構造であると言える。
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教科書の語彙分析の結果からJSLテキストは、（1）難度の高い2級以上の語彙を取り入れている

点、（2）市販されている子供向け日本語テキストよりも「教科共通語彙」「教科専門語菓」を多くカバー

できる点、（3）中学教科書の文構造の複雑性に対応できるものであると言える。

このことから、JSLテキストは、教科学習へ移行する際に市販の初級の日本語教材では補いきれ

ない語彙や文の複雑性を取り入れることができ、初級から教科学習への移行の段階に適したテキスト

であると言える。

6－2－3．仮設3：授業の構造分析

rJSL内容重視クロスカリキュラム」の授業は単に日本語の指導にとどまらず、認知的な活動を支

ぇることを目的としている。生徒に日本語で考え、表現する機会を与えることで、思考の発達を促進

すると考え、教師の発間に着目した0以下にそれぞれの授業における分析を行う。まず、『こどもの

にはんご1・2』を使用した初級クラスの授業と公立中学校における「国語」の教科授業を取り上げ、発

問の比較を行った。このことで、2つの授業における発間の特徴が得られ、「JSL内容重視クロスカ

リキュラム」の取るべき授業の構造も明らかになると考える。

以下の授業はK中学校で実施されている初級クラスの授業である。指導者は日本語指導経験者の

ボランティアである。指導場所はK中学校の「JSL教室」で、対象者は初級レベルの中国人2名（来日

3ケ月未満）である。

【初級の日本語授業】10月14日　こどものにはんご1「第9課」

＜語彙の確認＞

T：これは？何ですか？

S：料理。

T：これは？

＜発展＞

T：どこへ行きましたか？

Slデパート。

T：デパートへ行きました。

T：だれと行きましたか？

Sl：（無言）

T：お母さんと？友達と？だれと行きましたか

Sl：一一人。

T：一人で、行きました。

T：何を買いましたか？
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＜文型の代入練習＞

Sl：映画は好きですか？

S2：ええ、でも、あまり見ません。時間があり

ませんから。

Sl：旅行が好きですか？

S2：ええ、好きです。でも、あまり行きません。

お金がありませんから。

Sl：えー…

T：自転車？！

Sl：バスケットボール

T：バスケットボールを買いました。いいです

ね－。いくらですか？

Sl：二千…二百二十円。

T：Rくん、バスケットボールが好きですか？

Sl：はい、好きです。

T：とても好きですか？

Sl：はい。

初級のテキストを使用した場合、そのほとんどが語彙に関する質問や文型などの代入練習である。

これらの発問の目的は「語彙」や「文型」の獲得であり、日本語指導に特徴的な発間であるが、実際のコ

ミュニケーションではあまり見られない発間形式である。なぜなら、実際のコミュニケーションでは、

あらかじめ発間者が答えを知っている質問はまずないからである。＜発展＞の発間では、より実際の

コミュニケーションに近い形であるが、初級の段階では会話の発展性が限られることが特徴的である。

生徒のわからない質問は避けることが初級の特徴であるから、これは当然の結果である。

次に、「国語」の教科授業の発問分析を行い、「初級クラス」と「教科授業」の日本語の間にどれだけの

差があるのかを見ていきたい。以下の授業は、公立中学校において日本人生徒を対象に行われた「国

語」の教科授業である。指導者は国語科担当の教員であり、日本語指導の経験はない。対象者に外国

籍の生徒は含まれない。
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T∵二手、みんなの知っていることでどんな例がありますか？

S：公園つ木が減っている。

S：マンションがどんどん建っている。

S：先生、増えてるのは東京だけ？

T：いや、 全体的に増えてるんやけ ど、今は東京に絞っ て考えてます。

このように、教科の教師が発話する質問の特徴として、下線部に示したように「方言」やいわゆる正

しい文法の日本語ではなく「話し言葉」を含んでいる点が挙げられる。また、「環境」を取り巻く内容に

関する発問では、教科書に書かれた内容の読解、身近な生活について観察や洞察を促す発間が行われ

以上に見たように、初級の日本語クラスと教科授業の特徴にはかなりの隔たりがある0しかし、初

級の日本語の授業における発間にはその授業の特性から制限があるため、教科学習の授業へ近づく発

間を行うことには限界がある○教科学習へ移行するためには、やはり初級日本語の授業をより発展さ

せた授業を行う必要があるが、これをrJSL内容重視クロスカリキュラム」の授業で補い、教科学習

の発間構造に近い形の発問を行うことができると考える0

以下に、rJSL内容重視クロスカリキュラム」の発間分析による授業構造を見る0

7月30日　＜A君の発表「絶滅する動物『とら』」に対する質疑応答＞

sl：森林伐採でとらの家がなくなったら、とらを、どうしたら、いいですか？

S3：えっ？！

sl：森林伐採でとらの家がなくなったら、とらを動物園にいれたら、いいですか？

S3：それは、いいですよ。

T：とらは、自然の森の中と動物園とどちらの方が幸せ、幸福、うれしいと思いますか？

S3：自然に住んでる方がいいですよ。

sl：あの－、とらが、未来、未来、とらは絶滅したとき、どうする？

S3：今から、自然を守る。森林伐採をしないで、ん一、草食物を守る。

T；中国では、とらとかジャイアントパンダとか、動物を殺すことは禁止されていますか？

S3：禁止？

T：「とってはいけません」ということ。

S3：おお、禁止ことがあります。

T：でも、そういうふうに殺す人がいるんですか？

S3：たぶん、いるんと思います0たぶん、いるんですよo

sl：どうして、どうして、人間がとらが、、こ、、、

T：殺す？

Sl：おお、殺しますか。

S3：とらが殺された後で、毛皮をとって、お金がいっぱいもちたら、とらを殺すことがある。

Sl：警察は？捕まえますか。

S3：あまり捕まえません。

T：ああ。
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Sl：だから、殺す人がいっぱいいる。

S3：禁止は、今、政府が、大きな影響に与えるからもっと少なくなります。

（政府が禁止することは、大きな影響を与えるから、とらを殺す人数は少なくなります。）

「JSL内容重視クロスカリキュラム」の授業において、発間者が答えを知らない質問、つまり本当

の意味でのコミュニケーションの場を授業で得ることができる。その内容は、決して出来事だけの質

疑応答ではなく、「なぜとらを殺すのか？」「なぜその数は減らないのか」「とらを救うためにどうすれば

いいのか」という思考を働かせる発問へと発展させることができる。今回、対象となった生徒たちの

日本語学習歴は6ケ月と決して長くなく、自己表現、意思伝達のための語彙や文型の習得は不十分で

あったが、「考える

日本語能

ことは目

つまり認知発達段階に応じた

を育成することが「JSL内容重視クロスカリキュラム

っているのである。この思考力を支えるための

えたことを える」ために必要な日本語能

なのである。

7．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実践の成果と課題

7－1．「JSL内容重視クロスカリキュラム」実践のまとめ

今回の実施を経て、以下の成果が得られた。

（1）アンケートの結果から、授業を経るごとに、授業に対する総合的なイメージが高まっているこ

と、教科を取り入れた学習に対するモチベーションを高めることに効果がある。

（2）教科書分析により、教科内容を横断的に取り入れた「JSL内容重視クロスカリキュラム」が教科

学習に必要な語彙の習得に貢献でき、中学教科書の複雑性に対応できると言える。

（3）発問分析による授業の比較により、「JSL内容重視クロスカリキュラム」は教科学習へつなげる

ための授業を行うことができ、自然な場、文脈（コンテクスト）がある場での学習機会を与えるこ

とができる。

（4）発表や作文により、「JSL内容重視クロスカリキュラム」において「総合的な学習」の能力の育成

につなげることができ、生徒の学習に対する主体性を築くことに貢献できる。以下にその観点を

示す。

・日本語学習にとどまらず、社会の問題にまで関心を向けることができる。（問題発見能力）

・作文に自分の意見を書き、問題の解決策を見つけようとしている。（問題解決能力）

・テーマに関する情報を収集し、それを処理することができる。（情報処理能力）

・生徒自身が自分の発表とクラスメートの発表とを比較し、自己の改善へつながる意欲を表すなど、

自己反省や満足から自信や今後の学習意欲の向上につながった。また、発表では、生徒自身の体

験や意見、考えを問う質疑応答が行われたので応答が難しかったようだが、生徒自身の意志や考

えは伝えられたため、見学した教師からは学習に効果があったという評価が得られた。（発表評

価能力）

また以下の課題も得られた。

（1）中学校の教科を担当している教師ともっと連携をとり、教科の授業の内容や進度に合わせた

「JSL内容重視クロスカリキュラム」の編成に取り組む。

（2）教科に関連した内容について、知識の導入だけにとどまったものがあるので、教科内容の扱い

に関してもっと内容や構成を検討しなければならない。
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（3＼〉「環境問題」以外のトピックについても、今後充実させていきたい〇

二のカリキュラムにより、外国人生徒は教科学習に必要な語葉を習得し、授業に対する自主的、積

極的な態度を伸ばすことができる○また、情報を読み取ったり、発表することを通して総合的、実践

的な日本語能力を身につけることができる。教科に開通した内容を扱うので、生徒の認知段階に応じ

た思考力も発達させることが期待できる。

不十分な
√ゝ∧〉‾▼｛〉へ∴∴）ノ、ノ

段階であ

力の育成

きていく

え、思考す

を支え、言

ことが重要である

る力

的発達段階に

は十分持ってい

を言葉だけの

ある外国 人生徒（

そのため彼ら

にとどまらず、

この表現力 伝達力こ

ま、日本語の

で伝える

こそ、外

能力がまだ

においては

人生徒に とって今後

上で必要であると考え、今後も「JSL内容重視クロスカリキュラム」の発展に取り組んで

いきたい。また、このカリキュラムを公立中学校での日本語指導の発展に活かしていきたいと考えて

ぉり、そのためには、学校教員、日本語指導員に理解してもらえることが重要であると考えている。
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注

i　文部科学省が企画し、外国人児童生徒等に対する日本語指導などの取り組みを支援するため、平成13・14年

度の2カ年計画で実施し、小学校における教科学習に対応した日本語指導カリキュラムの開発を行う。「トピッ

ク型」と「教科指向型」のカリキュラムから構成され、AUカード（Activity Unit：活動単位）を用い活動の種類と

基本的な文型を提示している。

ii MYP（The Middle Years Program）は、IBD（TheInternationalBaccalaureate Diploma：大学受験生資格

プログラム）の前段階で、小学6年生、中学生3年間、高等学校1年生までの5学年をカバーする。このプログ

ラムは、日本ではIBOから認可を受けた大阪インターナショナル・スクール（0IS）や加藤学園などで行われて

いる。生徒が自国の歴史、伝統を理解すると同時に、他の文化にも十分注意を払う知的かつ社会的姿勢を育て

ようという構想に基づき造られた。従来の教科別の教育を配慮しつつ、さらに総合学習的教科間の連携を重要

視し、生徒の社会性の育成を図る。MYPの特色は、生徒の知的および社会的発達を育むことにある。履修科

目の8教科がAreas ofInteraction（関連分野）と呼ばれる5つの共通概念によって結び付けられる。5つの概

念とは、iApproaches to Learning（学習法）②community Service（コミュニティ・サービス）③Health and

social Education（健康と社会教育）④Environment（環境）⑤Home Faber（創造発明的資質の助長）である。教

科の学習に際し、この5つの分野が常に考慮され、各教科の学習が暗記中心の学習に偏することを避け、生徒

の社会的創造的資質を看過することなく育むことを目指したプログラムである。（加藤学園：http：／／

www．katoh－net．aC．Jp j

コントクストあこ）‡烏　コンテクストなしl

認知活動の必要度大

iv　クラスターとは、学習する内容がどのようにかかわっているのか一連のまとまりを表す。今谷（1999）pp．82－

85参照。

Ⅴ「サバイバル日本語」とは、生活適応や日常生活で最低限必要となる日本語である。あいさつ言葉や身の回り

の物・人の名前や、ひらがな・カタカナ、基本的な漢字などの文字の読み、書き能力のこと。

vi　中学校学習指導要領　文部科学省（、平成10年）

Ⅴ出　工藤（1996）に示された「外国人児童生徒のための生活基本語彙リスト3」の語彙にあたる

Ⅴ山　国語「ホタルの里づくり」『現代の国語3』（pp．34－46）三省貴

地理「広がる環境問題とごみ処理問題」（pp．160－161，資料pp．18r20）『わたしたちの中学社会　地理的分野』

日本書籍

歴史「高度経済成長期のくらしと環境」（pp．194－195）『中学社会　歴史的分野』大阪書籍

公民「公害の防止と環境保全」（pp．118－119）「資源・エわレギ一間題」（pp．126－128）「地球環境問題を考える」
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（pp．130－133）「アジアの森林と日本」（pp．134－135）『新しい社会　公民』東京書籍

英語■▲save the Earty”『New Crown’』（pp．26－28）三省堂

理科1下「環境を守る科学技術とわたしたちの生活」『新しい科学1下』（p．95）東京書籍

理科2下「水の循環」（p．16）「自然と環境保全」（pp．89A93）「自然の中の人間」（p．102）『新しい科学2下』東

京書籍

数学「地球の温暖化」『中学数学3』（p．107）大阪書籍

理科「自然災害と気象情報」（5下啓

林館）

日本語r温泉と火山」（日本語中級読

解）

参考贅科「地震とナマズ」

「台風の誕生」

理科r水よう液の性質とはたらき」（6

下東京書籍）「もののとけ方」

「表二「

理科6下（東京書籍）

「大地のつくりと変化」→（関）

歴史

理科5下（啓棚）

「流れる水のはたらき」

理科6下（東京書

籍）

「人とかんきょう」

（人と空気・人と植

物・自然とともに生

きる）

算数6下（啓林館）

「くらしと水」

算数5下（学校国

書）「台所から考え

る」

日本語「おいしい

水」（現代日本語初

級総合講座）

国語

「1秒が1年をこわす」

r人間がさばくを作った」

r人間は滅びるか」

参考資料

r未来の地球はどうなるの？j r地球を守る」

算数r世界の森林」（5下啓林館）

「割合でみる環境J（熱帯林の面積）

「紙の消費量」（5下学校図書）（闊達：②CommⅦ均鮎Ⅳ薩）

算数6下（学校国書）

「地球の環境を予測する」

（海面上昇のグラフ作成）

Ⅰ森林破壊

砂漠化

Ⅲ大気汚染

水質汚染

海洋汚染

科学技術の発達

En血onment

⑥H om ○血k （情報社会）

国許 「情報化社会で生きていくために」

（5下学校図書）

「テレビとの上手な付き合い方」

r国境をこえる文化」

日本語 「携帯電話」（現代日本簿初級総

合講座）
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Ⅴ野生動

物の減少

Ⅳ　ごみ

リサイクル

日本語

r自然」（現

代日本語中

級総合講座）

国語

「カブトガ

ニを守る」

絶滅動物のリ

サーチと作文

発表

算数6下（東京書籍）

「リサイクルj

社会

「住みよいくらしをまもるため

に」（ごみ回収・水道設備）

日本語「過剰包装」（現代日本語

初級総合講座）

②Commll血せ8e加如

社会生活



公立中学校における外国人生徒のための「JSL内容重視クロスカリキュラム」の開発と実施

【レベル別能力基準】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料2】

初期　　　　　　　　 目標 教科書 ・教材例 漢字学習

（前期）　　　　　 1 ． ひらがな とカ タカナの習得 『こどものにはんご 1 ・2 』 50 －10 0

2 ． コ ミュニケー ションスキル （簡単 な日常会 『にはん ごを学ぼ う 1 ・2 』 （小学 2 年生

話力）の習得 『モジュールで学ぶ よくわかる 日本語 1 』 レベ ル）

10 0 －3 00

（小学 3 年生

3 ．短い文 または文章の読み書 き能力の習得 『sp ea k J ap an e se B oo k l ・2 』

j （繭　 ；：雲霊宝主謀 諾 語彙）の拡 大 （80 0 語） 『H ajim ete n o K a nji30 0 』

6 ，基礎漢字 知識の構築 レベ ル）

パ 日本喜吾能力試験　 7 ． 日本や 日本文化への理解

4 級 合格　　　　 ．8 ．学習への責任 と自己管理 態度の育成

目標

1．さまざまな場面における適切な表硯での話

す・書くことにおける情報・意思の伝達能力の

向上

さまざまなスタイルのテキストによる言売解

スキルの向上

3．文学の適切なテーマ、背景知識の理解力の

向【二

4．学習言語の獲得（1500語以上）と漢字の拡大

5．文法規則の拡大（接続詞、敬語、授受受身、

使役表硯などの定着）

6．認知スキルの発達

（日本語能力試験　7．

3級合格）　　　　8．

・教材等から問題を読み取り、解決する能力

を養う＜問題解決能力＞

・情報の活用スキルを磨く＜情報処理能力＞

・発表■評価する能力の向上＜発表・評価能力＞

口本文化と考え方への深い理解

学習への責任と自己管理態度の育成

トピック・活動

・環境問題

＜森林破壊・砂漠化＞＜絶滅する動物

たち＞＜ごみ・リサイクル＞＜大気・水

質汚染＞

・文化

＜日本の文化＞＜外国の文化＞＜比較

文化＞＜世界の中の日本＞＜世界に広

がる文化＞

・健康

・歴史

・生活

＜社会生活＞＜日常生活＞＜学校生活＞

・障害者

＜盲導犬＞＜バリアフリー＞＜点字・

手話＞＜ボランティア＞

・アプローチ＜発表＞＜インタビュー＞

＜リサーチ＞

300－800

（小学5年生

レベル）

通常学級での教科．＜話すこと・聞くこと＞

学習「国語」　　　・自分の考えや気持ちを相手に理解してもらえるように話したり、話しでの意図

を考えながら話の内容を聞き取ったりすること。

・自分の考えや気持ちを適格に話すためにふさわしい話題を選び出すこと。

・全体と部分、事実と意見との関係に注意して、話したり聞き取ったりすること。

・話し合いの話題や方向をとらえて的確に話したり、それぞれの発言を注意して

闘いたりして、自分の考えをまとめること。

＜書くこと＞

・身近な生活や学習の中から課題を見つけ、材料を集め、自分の考えをまとめる

・伝えたい事実や事柄、課題及び自分の考えや気持ちを的確にすること。

・ヨ方、・つ考えや気持ちを的確に表すために、適切な材料を選ぶこと。

・書．・二文章を読み返し、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、読み

やすくわ王∴）やすい文章にすること。

・書いた文章を互い：二読み合い、題材のとらえ方や材料の集め方などについて自

分の表現の参考：こすることこ

く読むこと＞

・文脈の中ここおける語句の意味を正確に捉え、理解すること。

・文章の展開に即して内容をとらえ、目的や必要に応じてようやくすること。

・文章の中心の部分と付加的な部分、事実と意見などを読み分けて、文章の構成

や展開を正確にとらえ、内容の理解に役立てること。．

・文章の展開を確かめながら主題を考えたり要旨をとらえたりすること。

・文章に現れているものの見方や考え方を理解し、自分のものの見方や考え方を

広くすること。

・様々な種類の文章から必要な情報を集めるための読み方を身につけること。
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（有　本）

公立中学校における外国人生徒のための

「JSL内容重視クロスカリキュラム」の開発と実施

有　本　昌　代

要　　　旨

出入国管理及び難民認定法の改正により、日本に在住する外国籍の人々が増加し、日本の公立小中

学校に在籍する日本語指導が必要な外国人児童生徒も増加している。しかし、公立小中学校で行われ

ている日本語指導は様々な問題を抱えており、特に、認知発達を目的とした日本語教材の開発は進め

られていない。このような現状のもと、日常生活でいくら流暢に日本語が話せても教科学習について

いける外国人児童生徒は少ない。中学校の場合はさらに学習に必要となる語彙が難しくなり、学習内

容がより高度になることから、日本人生徒と一緒に通常学級で教科を学習することにはかなりの困難

が予想される。そのため、テストの成績が悪く、認知面に問題があるとされてしまう場合もある。こ

のような言語の二面性は、Cummins（1984）により述べられている。「生活言語」は年少者の場合2

年ほどで習得できるが、「学習言語」は習得に5年から7年かかり、学習しなければ獲得できない。そ

こで本研究では中学校における「学習言語」を育成するための日本語指導カリキュラムが急務であると

考え、開発に取り組んだ。本研究で開発したカリキュラムは、公立中学校に在籍する外国人生徒が第

二言語である日本語で教科を学ぶことから、日本語でのイマージョン・プログラムに相当すると考え、

インタナショナル・スクールで実施されている第二言語教育プログラムを公立中学校の日本語指導に

応用した。本研究のカリキュラムは、複数の教科内容を横断的、総合的に取り入れた内容重視の日本

語指導であり、認知発達段階に応じた思考力の育成を支援することを目的とした点に特徴がある。そ

して、このカリキュラムを実践し、授業に対する意識調査、初級日本語テキスト中学教科書との語

桑分析比較、発問分析による授業構造比較から考察した。その結果、本研究で開発したカリキュラム

が初級クラスから教科学習へ移行する段階のカリキュラムとして効果的であると考えられる。この

「JSL内容重視クロスカリキュラム」を今後の公立中学校での日本語指導の発展に役立てられれば幸

いである。
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